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主
意
書
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諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

諫
早
湾
干
拓
事
業
が
有
明
海
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
る
た
め
、
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
開
け
調
整
池
に
海
水
を
入
れ
る
開
門

調
査
に
つ
い
て
、
四
月
十
五
日
、
農
水
大
臣
は
長
崎
県
知
事
ら
と
協
議
し
た
結
果
、
同
県
知
事
の
同
意
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

短
期
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員
会
（
第
三
者
委
員
会
）
が
要

請
し
て
い
る
、
そ
の
後
の
中
・
長
期
の
調
査
が
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
い
ま
だ
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
農

水
大
臣
と
同
県
知
事
は
二
〇
〇
六
年
度
の
事
業
完
了
を
め
ざ
す
こ
と
で
一
致
し
、
数
年
間
必
要
な
長
期
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、

数
ヶ
月
の
中
期
調
査
す
ら
見
送
ら
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

こ
れ
ま
で
農
水
省
は
中
・
長
期
の
開
門
調
査
は
、
短
期
調
査
の
結
果
を
見
て
か
ら
判
断
す
る
と
説
明
を
し
て
き
た

が
、
報
道
に
よ
れ
ば
農
水
大
臣
は
「
短
期
調
査
の
実
施
と
二
〇
〇
六
年
度
完
成
と
い
う
農
水
省
案
を
条
件
に
、
長
崎
県

に
開
門
調
査
の
実
施
を
理
解
」
し
て
も
ら
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
あ
と
四
年
で
あ
り
、
こ
の
発
言

は
中
期
調
査
と
数
年
の
期
間
を
必
要
と
す
る
長
期
調
査
は
行
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
で
は

「
短
期
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
農
水
省
の
見
解
と
も
異
な
る
が
、
ど

一



う
い
う
過
程
で
見
解
が
変
わ
っ
た
の
か
。
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

九
州
農
政
局
は
四
月
一
日
付
け
の
発
注
予
定
工
事
情
報
で
、
今
年
度
の
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
工
事
予
定
を
公
表
し

た
。
こ
の
中
に
は
現
在
の
西
工
区
と
東
工
区
と
の
間
に
、
長
さ
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
前

面
堤
防
工
事
入
札
を
第
二
四
半
期
に
行
い
、
九
〜
十
ヶ
月
の
工
期
で
実
施
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
四
半

期
と
は
今
年
の
七
月
以
降
、
短
期
開
門
調
査
終
了
直
後
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
・
長
期
の
開
門
調
査
の
実
施
を
全
く
考
慮

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
重
大
な
点
は
、
仮
に
こ
の
前
面
堤
防
が
完
成
す
れ
ば
、
第
三
者
委
員
会
の
見
解
ど
お
り
中
・
長
期
の
調
査
で

調
整
池
の
中
に
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
海
水
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
か
つ
て
の
干
潟
だ
っ
た
西
工
区

に
海
水
が
入
る
こ
と
は
全
く
な
く
、
干
潟
の
再
生
の
道
が
最
終
的
に
断
た
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
長
崎
県
知
事
ら
と
の
協

議
は
、
中
・
長
期
の
開
門
調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
行
っ
た
も
の
な
の
か
。

（
三
）

第
三
者
委
員
会
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
す
る
と
し
な
が
ら
、
「
調
査
と
事
業
は
切
り
離
す
」
、
「
委
員
会
の
意
見
や

見
解
と
農
水
省
の
判
断
と
は
別
」
な
ど
、
同
委
員
会
が
出
し
た
見
解
を
完
全
に
無
視
す
る
農
水
省
の
横
暴
な
態
度
は
目

に
余
る
も
の
が
あ
る
。
一
月
に
再
開
を
強
行
し
た
陸
上
工
事
を
続
け
、
さ
ら
に
四
月
十
八
日
に
は
北
部
承
水
路
掘
削
工

二



事
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
が
調
整
池
や
有
明
海
に
影
響
を
与
え
な
い
は
ず
が
な
い
。
少
な
く
と
も
開
門
調
査
の
間
は
、

一
切
の
工
事
を
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
四
）

昨
季
の
記
録
的
な
ノ
リ
の
不
作
は
有
明
海
漁
業
不
振
の
ご
く
一
端
で
、
潮
受
堤
防
工
事
着
工
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
タ

イ
ラ
ギ
を
始
め
と
す
る
魚
介
類
の
不
漁
は
有
明
海
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
特
に
工
事
が
本
格
化
し
た
一
九
九
〇
年
以

降
の
貝
類
の
漁
獲
量
は
十
年
間
に
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
激
減
し
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
直
接
的
要
因

は
、
潮
止
に
よ
る
広
大
な
諫
早
干
潟
の
消
失
と
、
潮
受
堤
防
工
事
の
進
捗
と
と
も
に
進
ん
だ
潮
汐
と
潮
流
の
減
少
に
あ

る
。
瀕
死
の
有
明
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
に
は
、
諫
早
湾
干
拓
が
及
ぼ
す
影
響
を
長
期
に
わ
た
っ
て
調
べ
、
有
明
海
の

浄
化
機
能
と
生
物
再
生
産
の
場
で
あ
っ
た
干
潟
を
再
生
さ
せ
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
海
洋
物
理
学
者
・
宇
野
木
早

苗
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
南
北
両
排
水
門
を
常
時
全
開
し
て
お
く
だ
け
で
も
、
潮
汐
は
半
分
以
上
回
復
す
る
と
い
う
。

四
月
十
六
日
、
農
水
大
臣
は
上
京
し
た
森
文
義
氏
ら
有
明
海
漁
民
代
表
の
要
請
に
応
え
、
「
有
明
海
の
再
生
は
農
水

大
臣
の
責
任
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、
も
う
一
度
第
三
者
委
員
会
の
見
解
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
、
短
期
調
査
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
長
期
の
調
査
に
ま
で
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


